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福島県教育庁義務教育課作成

キーワード
・「育てる」CAN-DOリスト
・小中（高）連携



CEFR

世界中で、学習者の言語運用能力を客観的に評価するために使われて
いるCEFR（ヨーロッパ共通参照枠）は、難易度・熟達度を A1、A2 、
B1、B2、C1、C2 の6段階に分けられ、各能力レベル別に「何ができ
るか」を解説https://www.coe.int/en/web/common-european-

framework-reference-languages/level-descriptions

日本版→CEFR-J

CEFR-Jは欧州共通言語参照枠（CEFR）をベースに、
日本の英語教育での利用を目的に構築された、
新しい英語能力の到達度指標
CEFR-J の指標は、「言葉を使って何ができるか」ということを
文章で明示するcan do という能力記述子（descriptor：デスクリプタ）
を用いて記述
http://www.cefr-j.org/

１．ＣＡＮ－ＤＯリストとは



１．ＣＡＮ－ＤＯリストとは

CAN-DOリストの原点 CEFR 

CEFR とは（Common European Framework of Reference for Languages: Learning, teaching, assessment：
外国語の学習、教授、評価のためのヨーロッパ共通参照枠）

語学シラバスやカリキュラムの手引きの作成、学習指導教材の編集、外国語運用能力の評価のために、
透明性が高く、分かりやすい、包括的な基盤を提供するものとして、２０年以上にわたる研究を経て、
２００１年に欧州評議会が発表した。

https://www.mext.go.jp/b_menu/houdou/30/03/__icsFiles/afieldfile/2019/01/15/1402610_1.pdf



１．ＣＡＮ－ＤＯリストとは

https://www.mext.go.jp/b_menu/houdou/30/03/__icsFiles/afieldfile/2019/01/15/1402610_1.pdf



１．ＣＡＮ－ＤＯリストとは

第３期教育振興基本計画においては、中学校卒業段階でCEFR A1レベル相当以上を達成した中学生の割合50%、
高等学校卒業段階でCEFR A2レベル相当以上を達成した高校生の割合50%を目標としています。

https://www.mext.go.jp/b_menu/houdou/30/03/__icsFiles/afieldfile/2019/01/15/1402610_1.pdf



１．ＣＡＮ－ＤＯリストとは

CEFR のCAN-DOリストは観察可能で評価可能な言語活動を記述するた
めに、原則として次の３要素を含むディスクリプタから成り立つ。
① どのようなタスクができるか
② どのような言語の質でできるか
③ どのような条件下でできるか

この３要素が具体的に示すものは、受容技能、発表技能のディスクリプタにおいて、
次のようになる。（根岸，2010）

受容技能（「聞くこと」「読むこと」）

(1) task（タスク） (2) text (テキスト)   (3) condition（条件）

発表技能（「やりとり」「発表」「書くこと」）

(1) performance （パフォーマンス） (2) quality（質） (3) condition（条件）

必ずしも3要素を含まなければならないというわけではない。
利用目的や対象者を明確にして作成することが重要

投野由紀夫(2013).『CAN-DOリスト作成・活用 英語到達度指標CEFR –J ガイドブック』.大修館書店



１．ＣＡＮ－ＤＯリストとは

「よいCAN-DOリストの条件North（2000,p.343ff）で挙げられている点
は以下である。」

① 肯定性（Positiveness）「〜できる」肯定的な表現

② 明白性（Definiteness）曖昧な表現をできるだけ排除

③ 明瞭性（Clarity）専門用語を多用したものは避ける

④ 簡潔性（Brevity）長文ではなく簡潔に

⑤ 独立性（Independence）Yes,Noで答えやすい短い文

投野由紀夫(2013).『CAN-DOリスト作成・活用 英語到達度指標CEFR –J ガイドブック』.大修館書店

よいCAN-DOリストの条件



外国語によるコミュニケーションを図る資質･能力の育成と、学習評価の充実

五つの領域別の言語活動及び統合的な言語活動を通した
指導を行う

• 具体的な課題等を設定し，コミュニケーションの目的や場面，状況など
を意識して活動を行い，語彙や表現等の知識を五つの領域における実
際のコミュニケーションにおいて活用する学習の充実を図る【深い学び】

主体的な学び

深い学び

対話的な学び

学校段階間の円滑な接続と児童生徒の課題を踏まえた

教科･科目等の新設や目標･内容の見直し

「外国語を使って何ができるようになることを目指すか」という目標を学校内外と共有し、
ALT等の外部人材との連携、様々な教材やICTの効果的な活用を図りながら、
外国語の教育課程を編成、実施し、学習評価を踏まえた改善を行っていくこと

【外国語】学習指導要領改訂の考え方

• 授業は英語で行い（中・高）、授業を実
際のコミュニケーションの場面とする

• 小・中・高等学校を通じた５つの領域別の目標を設定
（ 「聞くこと」「読むこと」「話すこと［やり取り・発表］ 」「書くこと」 ）

• 小学校中学年における外国語活動の新設、高学年の教科化

• 高校の科目構成：統合的な言語活動を通して５領域を総合的に扱
う科目群（英語コミュニケーションⅠ,Ⅱ,Ⅲ)と、ﾃﾞｨﾍﾞｰﾄやﾃﾞｨｽｶｯｼｮﾝ等
を通して発信力を高める科目群(論理・表現Ⅰ,Ⅱ,Ⅲ)を設定

各学校における｢カリキュラム･マネジメント｣の実現

コミュニケーションの目的や場面、状況に応じて
理解したり表現したり伝え合ったりすることができる力

外国語の音声や語彙,表現,文法,言語の働きなどの理解と
それらを実際のコミュニケーションで活用できる技能

外国語の背景にある文化の理解、相手への配慮を行いながら、
主体的（・自律的）にコミュニケーションを図ろうとする態度

• 文法の用語や用法の説明に偏らず、
言語活動と効果的に関連付けて指導

何を学ぶか どのように学ぶか

何ができるようになるか
CAN-DOリスト…



１．ＣＡＮ－ＤＯリストとは

学習指導要領の「目標」にCAN-DO的な記述
教科としての「外国語」では「〜できるようにする」という表現
→教師の視点で書かれている。

「CEFRは日本の学習指導要領の改定にも影響を与えたと言える。まず、学習指導要領の目標は、
CEFRにならって５領域で記述され、「〜できるようにする」というCAN-DOディスクリプタを意識し
た形式で書かれている。」投野由紀夫・根岸雅史(2020).『教材・テスト作成のためのCEFR-J リソースブック』.大修館書店

CEFR のCAN-DOリストと学習指導要領の関係

「国際共通語としての英語力向上のための5つの提言と具体的施策」（平成23年7月13日）文部科学省
提言１．生徒の求められる英語力について、その達成状況を把握・検証する
「中学校・高等学校は、学習到達目標をCAN-DOリストの形で設定・公表するとともに、
その達成状況を把握する」

「各中・高等学校の外国語教育における「CAN-DOリスト」の形での学習到達目標設定のための手引き」
（平成２５年３月）文部科学省



１．ＣＡＮ－ＤＯリストとは

自分は（その言語を使って）
何ができるのか
を認識すること

自分は「英語で」
何ができるようになったのか
を認識すること

「何ができるようになるのか」を整理し、明確にする

↓
CAN-DOリスト



本手引きは、旧学習指導要領を
もとに作成されていますが、

内容は、現行学習指導要領の内
容と合致する部分が多くありま
す。
これ以降、CAN-DOリストに係る

「手引き」等は文部科学省から
出ておりませんので、現段階で
は、これが「拠り所」になりま
す。

２．ＣＡＮ－ＤＯリスト作成の目的

https://www.mext.go.jp/a_menu/kokusai
/gaikokugo/__icsFiles/afieldfile/2013/05/
08/1332306_4.pdf



２．ＣＡＮ－ＤＯリスト作成の目的

学習指導要領に基づき，

生徒が身に付ける能力を各学校が明確化し，

主に教員が生徒の指導と評価の改善に活用

すること。

文部科学省 「各中・高等学校の外国語教育における『CAN-DOリスト』の形での学習到達目標設定のための手引き」から抜粋



文部科学省 「各中・高等学校の外国語教育における『CAN-DOリスト』の形での学習到達目標設定のための手引き」から抜粋

３．作成について



３．作成について

学年ごとの学習到達目標設定

年間の指導と評価の計画への反映
単元ごとの

指導と評価の計画への反映

卒業時の学習到達目標設定

言語を用いて

「～することができる」という形で設定

学習指導要領上の
目標等に基づくことが必要

学習指導要領に基づいて設定



３．作成について

卒業時

１学年
単元ごと

単元ごと

２学年
単元ごと

単元ごと

３学年
単元ごと

単元ごと

学 習 到 達 目 標 の 設 定

日々の授業に生かすために
学習到達目標を踏まえた
単元目標を設定する

大きな目標から小さな目標に
大きなスパンから
小さなスパンに…

「今日の授業は単元の目標を
達成するために行っている。そ
して、学習到達目標を達成する
ためにも行っているのだ。」

参考：山田誠志(2022).『全国の実践から学ぶ中学校英語教育３５のポイント』.日本標準
図は義務教育課で作成



３．作成について

学習指導要領に基づく。
→学習指導要領を根底としていれば、教科用図書が変わった時も対応可

→学習指導要領が有効な期間（約１０年）で利用可
「手引き」を参照する。

→各中・高等学校の外国語教育における「CAN-DOリスト」の形での学

習到達目標設定のための手引き（文部科学省初等中等教育局 平成２
５年３月）を参照する。
→ 作成・活用のヒントが書かれている。

各教科書会社のＣＡＮ－ＤＯリストを参考にする。
→ 各教科書会社のＨＰ等でＣＡＮ－ＤＯリストを参照し、作成の参考
にする。

https://ten.tokyo-
shoseki.co.jp/ten_download/2020/2020024011.htm

https://ten.tokyo-shoseki.co.jp/detail/114596/



３．作成について

イメージ図



４．活用について

CAN-DOリストの形で学習到達目標を設定する目的は？
◯ 外国語能力向上のために，生徒が身に付ける能力を各学校が明確化し，教員
が生徒の指導と評価の改善に活用すること。
◯ 学習到達目標を，言語を用いて「～することができる」という能力記述文の

形で設定することにより，学習指導要領を踏まえた，４技能を有機的に結び付け，
総合的に育成する指導につなげること。
◯ 教員と生徒が外国語学習の目標を共有することである。生徒自身にも，言語

を用いて，「～ができるようになりたい」，「～ができるようになることを目指
す」といった自覚が芽生え，言語習得に必要な自律的学習者としての態度・姿勢
が身に付くとともに，「言語を用いて～ができるようになった」という達成感に
よる学習意欲の更なる向上にもつながることが期待される。

「グローバル社会における
生涯にわたる自律的英語学習者の育成」
令和３年度英語指導力向上事業第１回運営指導委員会 福島大学 佐久間康之 教授

人生１００年時代

CAN-DOリストの
意義

文部科学省 「各中・高等学校の外国語教育における『CAN-DOリスト』の形での学習到達目標設定のための手引き」から抜粋



４．活用について

CAN-DOリストの形で学習到達目標を設定する効果は？

◯ 実際の言語使用場面で言語を使って何ができるかということを見通した指導
と評価を行うことができるようになる。
◯ 教員と生徒が外国語学習の目標を共有することである。生徒自身にも，言語

を用いて，「～ができるようになりたい」，「～ができるようになることを目指
す」といった自覚が芽生え，言語習得に必要な自律的学習者としての態度・姿勢
が身に付くとともに，「言語を用いて～ができるようになった」という達成感に
よる学習意欲の更なる向上にもつながることが期待される。

「グローバル社会における
生涯にわたる自律的英語学習者の育成」
令和３年度英語指導力向上事業第１回運営指導委員会 福島大学 佐久間康之 教授

人生１００年時代

CAN-DOリストの
意義

文部科学省 「各中・高等学校の外国語教育における『CAN-DOリスト』の形での学習到達目標設定のための手引き」から抜粋



４．活用について

CAN-DOリストの形で学習到達目標を設定する効果は？
中学校学習指導要領 外国語 解説（p８４）
今回の改訂では，外国語科の目標について，育成を目指す資質・能力を明確にした上で，各学校段階
の学びを持続させるとともに，「外国語を使って何ができるようになるか」という観点から改善・充実
を図っており，小・中・高等学校で一貫した目標を実現するため，そこに至る段階を示すものとして五
つの領域別の目標を設定している。
学年ごとの目標を，学習指導要領を踏まえて各学校が設定する「学習到達目標」として生徒に求めら
れる英語力を達成するための具体的な形で設定する取組は，既に各学校で行われているが，上記のとお
り，今回の改訂で領域別の目標が明確に示されたことにより，その目標と関連付けられた学習到達目標
とする必要がある。このように学習指導要領が示す目標に基づいて各学校が学習到達目標を定めること
には，次のような効果があると考えられる。
・生徒にどのような英語力が身に付くか，英語を用いて何ができるようになるのか，あらかじめ明らか
にすることができ，そうした情報を生徒や保護者と共有することで授業のねらいが明確になるとともに，
生徒への適切な指導を行うことができる。
・「知識及び技能」の習得にとどまらず，それを活用してコミュニケーションが図れるよう，五つの領
域にわたる総合的な資質・能力の育成を重視することが期待される。
・校内でも教師によって指導方法が大きく異なることがある中で，教師間で指導に当たっての共通理解
を図り，均質的な指導を行うことができる。
・面接・スピーチ・エッセイ等のパフォーマンス評価などにより，「言語を用いて何ができるか」とい
う観点から評価がなされることが期待され，更なる指導と評価の一体化とその改善につなげることがで
きる。

中学校学習指導要領（平成２９年告示）外国語 解説



４．活用について

令和４年度小学校及び中学校各教科等担当指導主事連絡協議会中学校外国語科 文部科学省 入之内昌徳教科調査官資料から抜粋

「見通しを持たせないのは、児童生徒を
目的地のないバスに乗せているのと同じ」



４．活用について

CAN-DOリストは…

✔児童生徒が全員達成できる学習目標

✔児童生徒が「これって、あの活動のことかな…」

とイメージ化しやすいもの

「作って終わり」ではなく

「使って育てる」もの



目指すものは…

児童生徒が
使える
CAN-DO
リスト

教師が
使える
CAN-DO
リスト

児童生徒と

教師が共有で
使える

CAN-DO
リスト

Students First 

４．活用について



自校の
CAN-DO

リスト

できなかった

リスト

「できる」を

認識する

リスト

児童生徒・教師

共有して使う

適宜

マイナー

チェンジ

自校オリジナルであるべき
（児童生徒の実態に合わせていれば…）

児童生徒の
学習支援
ツールとして

児童生徒
理解の一助
として

４．活用について



作成手順→学習指導要領に則して

中学校学習指導要領 英語 目標

アを１年

イを２年

ウを３年

仮に

目標のア、イ、ウを読んでみると、アからウにかけて高度化しています。これを、「仮に」１年、２年、３年の
目標として設定してみます。

【注意：外国語の学習指導要領は、他の教科と違い学年ごとの区切りがありません。３年間（小学校は２年間）
をかけて、達成するものという位置づけです。アが１年生、イが２年生として設定すべきという規定や決まりは
ありません。そのため、ここでは、「仮に」としています。】

中学校学習指導要領（平成２９年告示）文部科学省



４．活用について

↓学年ごとの目標を仮
に設定

目標の構造を分解してみると、具体的にどんな条件で、どんな話題で、何をできるようにするのかを
段階を追って理解することができます。

小学校学習指導要領（平成２９年告示）文部科学省
中学校学習指導要領（平成２９年告示）文部科学省



４．活用について

同じように、他の領域でも、目標を設定し、構造を分解して当てはめていきます。



４．活用について 小中高連携したCAN-DOリスト

学習指導要領の英語の目標のア、イ、ウでつないでいきます。
学習指導要領が有効な期間（約１０年）はこの「つなぎ」の作業で連携が可能になります。



４．活用について 小中高連携したCAN-DOリスト

これが、連携のために重要な部分です。
そのためにも、小学校の先生は中学校の学習指導要領や使用している教科書を、中学校の先生は
小学校、（高校）の学習指導要領や使用している教科書を読むことが小中高の系統性を意識した指
導に生かすことができます。



教科書会社のHP等から使用教科
書のCAN-DOリストを参照し、
当てはめてみます。照合して、
学習指導要領と合致するか確認
をします。

４．活用について

『NEW HORIZON 英語の広場』『NEW HORIZON Elementary』『NEW HORIZON』における評価の考え方について 東京書籍英語編集部

https://ten.tokyo-shoseki.co.jp/ten_download/2020/2020024011.htm

『東書Eネット』https://ten.tokyo-shoseki.co.jp/detail/114596/



①照合した際に、学習指導要領と合致する
か確認する

②（①で確認後）このままだと
教科書会社のCAN-DOリスト
のままになってしまうので、自
校版にアレンジ
→実際の授業場面や児童生徒
を思い浮かべて…

４．活用について

『NEW HORIZON 英語の広場』『NEW HORIZON Elementary』『NEW HORIZON』における評価の考え方について 東京書籍英語編集部

https://ten.tokyo-shoseki.co.jp/ten_download/2020/2020024011.htm

『東書Eネット』https://ten.tokyo-shoseki.co.jp/detail/114596/



４．活用について→単元ごとのCAN-DOリスト

①教科書会社で公表している単元ごとのCAN-
DOリストを参考にします。
②この状態だと、教科書会社のCAN-DOリスト

のままなので、自校版に文言をアレンジしま
す。
③領域は単元によって変わります。（常に５

領域というわけではありません。）学校でそ
れぞれに設定してください。

✔ 単元で何度も使うことができるもの。

✔ ふり返りや学習経過を可視化することが
できるもの。

✔ 短時間で回答（記入）することができる
もの。

文言をアレンジして、自校化します。
→実際の授業場面や児童生徒の様子を思い
浮かべて…

『NEW HORIZON 英語の広場』『NEW HORIZON Elementary』『NEW HORIZON』における評価の考え方について 東京書籍英語編集部

https://ten.tokyo-shoseki.co.jp/ten_download/2020/2020024011.htm



４．活用について→単元ごとのCAN-DOリスト

• 中学校は I  can ...と促していくと、たどたど
しくても英語で書くようになります。

• 多少のミスはあっても、英語で書いているこ
とを認め、励ましていきます。

• 文章量が増えたり、習ったことを積極的に使
うようになったりするなどライティングに積
極性が出てきます。

→発信力の強化へ

『東書Eネット』https://ten.tokyo-shoseki.co.jp/detail/114596/



４．活用について

アイディアのひとつとして…
GoogleFormの活用



５．最後に

本案は、本県におけるCAN-DOリストの設定と活用が促進されるよう、プ

ロトタイプとして作成しました。あくまで、案としております。このフ

ォーマットを必ず使わなければならないというものではありません。ど

のようなフォーマットであっても、CAN-DOリスト作成の目的を理解し、

学習指導要領に基づいて作成しているものであることが大切です。

 CAN-DOリストは、適宜見直して修正が必要です。ＰＤＣＡサイクルの中

に位置づけ、より良いものに改善し、「育てる」ものです。

 CAN-DOリストを活用した授業の展開により、指導と評価の一体化の一助

になれば幸いです。

それぞれの学校で工夫して作成、活用を推進してください。


